
令和３年４月１日以後開始事業年度等分 

単体法人用 

 

【№15】別表四と別表五(一)の検算額は、31④欄の金額と一致しています

か。 

【検算式】 

別表四の 48②欄 ＋ 31①欄 ＋ 28～30の③欄の合計額 ＝ 31④欄 

○ ○ ○ 引 当 金 

繰延税金資産 (負債 ) 

【№17】貸借対照表の任意引当金、

繰延税金資産（負債）等の金額は、

④欄の金額と一致していますか。 

【№３】当事業年度に適用され

る別表を使用していますか。 

○ ○ ○ 

 

【№18】組織再編成が行

われた場合、利益積立金

額及び資本金等の額の

調整を行っていますか。 

○ ○ ○ 

 ○ ○ ○ 

【№19】貸借対照表に自己株式を計上している場

合、法令第８条第１項第 20 号及び第 21 号に掲げ

る金額を減算するなどの調整を行っていますか。 

 

【№４】期首現在利益積立金額及び期

首現在資本金等の額は、前事業年度の

申告書の金額と一致していますか。 

【№108】貸借対照表と別表五(一)の未払（未収）消費税額等の

合計額は、消費税及び地方消費税の申告書第一表㉖欄の金額と

一致していますか（各月ごとに申告及び納付している法人の場

合、その合計額に決算月の前月分の納付（還付）税額を調整し

た金額と一致していますか。）。 

○ ○ ○ 

 


